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　・　　　　　　　　　　　　43宇宙委第27号
　　　　　　　　　　　　　　　　昭和タ3年！1月11日

　　　　　　　　　　　　　・　　　　，

　　　　　　　　　　　　　．．殿
＼　1

　　　　　　　　　　宇宙開発委員会委員長　鍋　島　直　紹

　　　　　　三三宇騨委負会定例会醐低・ノ’
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そ日時昭和43年ノ！月湘（水Σ午麟一塒

ユ場所’ ﾈ学四二靴会議室1・・
3議題ωイジテルサ郷ついて．

　　　　　　　②その他　　　　　　　匠
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　　　　　　　　　第1三叉三三想定騰蹴第。

．、

蜘●

∫・騨／●旧記痴三三1’・。．、

　　　　　　峯～！4憎2缶癖赫繍墜臓に圓する齪釣制灘：ゆ融磁一「

　　　　　　　　L嘩一興りツレ（幽徳望嘩傘つ瓦

　　●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委！4二！

　　　　　　二第！3回宇宙開発委員会定例会灘鞭旨
　　　　　　　　　，＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　∠　日　　時　　個室43年〆！月6日C水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14；00～！6：00

　　　　　場　　所　　科学技術庁　第2会議室

　　　3謡題の第！瑚宇宙醗委融定例会議講要旨の

　　　　　　　　　　　　碓認
「●

　　　　　　　　　　　ω　宇宙開発計画輩走の基本方針について

　　　　　・出話者

　　　　　　委貝長代埋噸山県昌天

　　　　　　委　’貝　関　・義．長1

　　　　　　菱　負噛大勤勝三
　　　　　　委　項渚識掘天　　・一

　　　　　　購放轍癩、コ　㌻

　　　　　　　科学蹄庁研門田局噸三舞官　　一
　　　　　　　　　　　　『一，・∫一　調．悪宗章
　　　　　　　外務省国際連合高外務参事官伽（代理：国薩連合局科学課

　　　　　　　　’一　…　　’・∵　’江口　糊他

　　　　　　　：趨出産三大臣官房審議官（代埋：車外菜局電子工莱課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木和一夫）他

　　　　　　　通商座菜省議菜技術院総務延長（代埋：工采孜術院縮務都

　　　　　　　　　　　・　　　　　梅務課・加藤階六｝．

／

　　　　　　　　　、，

　　　　運三省大臣官房参事1官（代理：官房首席技術調査官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　力．　　章）

　　　　気i家庁梅三都長（代埋：観測部高層課鈴木　茂）

　　　　海上保安庁総勝蹄黄（代理：水回三編暦課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　崎　　　昭♪

　　　　郵政省竃波監埋局審議官（代埋3電波監埋局技衛調査課

　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　．植　田　政　司）

　　　　郵奴省電波監壇局四緑廼1旨部長（代埋：電波藍埋局技術調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　査課　　中津川　英　雄）　・

　　　　瞬臣服職封（趣大臣三隅騨昊㌦）

　　　學三局　　”　　　　　　　．’

　　　　料学技術庁耕究繭楚局宇宙企画課長　　山　野　正　登

　　　　科学孜術二三究調発局寄宙囲発課長　　園　山　車　道　他
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　　　委！3一／　第／2回宇宙開発姿負会定例芸議議事要旨
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6　議撃要旨　　　　・　．　　一　　　　　　、
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②前々回議事要旨の修正．
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インテルサット（世界商業通信衛星

組織）について

！τ1：く

　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年ノノ月

　　　　　　　　　　　　　　　．郵　　　政　、　省

／　締結蟄よび署名
　　　　　　　　　　　　　隻
　　インテルサット協定は、インテルサットに参加．する国の政

　府が署名ナる暫定・協定と通信事業体が署名する特別協定とか

　らなりたっている。昭和39年8月20日、ワシントンにお

　いてインテルサット協定が締結され、わが国は武内駐米大使

　が暫定協定に署名し、特別協定には郵政省が通信事業体とし

　て指定した国際電信電話株式会社の大野社長（現宇宙開発委

　員会委員）が署名した。

　　な誇、この制度は暫定的なものであって／970年／月／

　日までに恒久的制度に移行することになっている。

2　暫定協定

　層暫定協定は前文において単一の世界商業通信循星組織に関

　する恒久的制度ができるまでの間暫定的な制度を設けること

　が望ましい旨脅述べたのち・インテルサットに参加する通信

　事業体の指定β定分担額以上の参茄事業体による暫定委員会

の設置♂砂警（米醐鮪星離）だインテルサット
　　　　　　　　1鷲，

　　●　　　　　　　込
　の管理者とすること等組繊に関する主要原則を定めてい’る褐P

3　特別協牢　　∵■

　　特別協定妹、．イーγテ．をサツト．¢！運営面の、細目を定めだ診加：通

　信事業体狽互間の．昂定であって・1・コム鯵ツ恥が施設を購1入たトる

場合の契約の騨等哲ル桝騨上ρ財政的・・．蹴二

項に9い．て牢めている・，馳『㌧＿’・

4伊テ璽ツ、トへの加み…　　…　一・ぐ

　　イ著テルサダト協：牢．の原署名国、は、日・米・英・・旧い激・加

　等ノ！為国，であるが、弔¢～協牢は、昭和39年8月20唄から

　6か月の問、．．嗣際軍気．通信連合（置旧．u）加盟国に対して署名の

たゆに開放さちそ燕以後はエ．閃の加盟国につ蝋て暫定委員

　会が決定する財政上の条件にしたがって加入できるζとを認め

　ている。

5質定委員会　1’
　　イ1ン、テ．々’サ》1トの三脚国は・．現在・乙3か国でうるカ㍉，インチ

　ルサ平トの心妻は・一目・．忍事角・．豪・加等ノ・『伶表か。らなる暫

定三熱が徳？て鴨・・覇会翁忌政言醐小委員会・一賄

　諮問小委員会於よぴ契約手続諮問小委員会の下部組畿が設けら

　れている。
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6　イ．ンテルサツトの活動

　　インテルサットの最初の事業として昭和40年4且大茜洋

上．に静止衛星インデルサットエ《ナ』ザ」・冨めが打ち’上

　げぢれ、北米とゴーロツパを結’ぶ肉際電話を藏じめデレビ伝

　送ボデレヅラ’ス等の商業通信k使用されている・。　　’一’・

　　新例2年！月太平洋上にインテルサツ団衛星ぐ動が・

打ち上げられ日米聞の臨，テレビ伝送等・6鹸通齢麟

さ緑・イ”ンテルサツトはその後大西洋地域衛星としてイン

テルサッ，興趣〉、太平洋地域衛星としてイシテ0ル下ザジ下

　　　ロヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　し

　立ζF4》を打1ぢ㌧上げ両地域6通信系－線を天幅k拡大・した6

　翌ソデ疲ットは、当初の目的である全世界をかミ’諭る1

倉皇連吟網（ラゴごバ痴システム）を設立するため詔和

　43年／2月なかばから44：年にかけてインテルサット血1衛

　星4個（太平洋！、大西洋2、インド洋／）の打ち上げを’子

　定している。ざらにインテルサヅトは暗湘4ま年以降の需要

論えて∴ビ海で6衛星よレもぽるかk’熔壷の三皇．ご

イ悔ンデル砂下備星』を4鰯周達す盆とを決定しで“
　　’　　，。
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